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社長様の顔写真 

山 口 県 知 事 賞 



受賞理由 

 「高精細・超軽量ＬＥＤ表示装置の開発」 

 

  創業以来、映像・音響装置のレンタル、イベント演出や設営を行う事業を展開して

いたが、これまで使用していた他社製の大型映像表示装置の重量や画質に不満を感じ、

自社開発を開始、大型映像表示装置の開発製造事業に参入した。 

  既存の大型映像装置は、屋外広告用が主であったため、重くかつ映像の精細さに欠

けており、設置方法の自由度が低く、運搬・設置に多くの作業時間を要していた。 

  開発の過程において高画質化を図るため、映像を表示するＬＥＤを砲弾型から表面

実装型（ＳＭＤ:１チップにＲＧＢ３原色が入っているもの）に変更し、また軽量化

を図るためフレーム材質を従来のスチール製からポリフタルアミドとグラスファイ

バーの複合材に変更、さらにはＬＥＤ配列の隙間にスリットを入れることで、既存品

と比較して８０％の重量削減に成功し、作業効率や画質向上により画期的な大型映像

表示装置を上市した。その後も、屋外での使用に耐えうる輝度をもつＬＥＤの採用や、

ドット間に特殊加工を施し太陽や照明からの光の反射を低減させる技術の開発など

を行い、次々と新たな製品を世に送り出している。 

  軽量化や画質向上により、大型表示装置を用いた演出の幅が広がったことで放送関

係やコンサート主催者はもとより、建設関係等からの引き合いが来るなど、顧客層も

広がりを見せてきているほか世界的な展示会に積極的に出展することで、海外市場へ

の販売も視野に入れている。 

  現在は、技術開発を主とする関連会社を設立し、県内外の大学や企業、山口県産業

技術センターとの連携を深め、さらなる軽量化や画質向上、新たな技術を取り入れた

映像表示装置の開発などに意欲的に取り組んでいる。 

  今後は、大型映像表示装置の事業拡大が見込まれるとともに、他の映像関連分野へ

の新たな事業展開が期待される。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品等の写真 


